	平成２５年度

第３回　羽 黒 地 域 審 議 会

会　議　録　（概要）




期　日　：　平成２５年１１月１日（金）
場　所　：　羽黒庁舎３階　集会室
平成２５年度　第３回  羽黒地域審議会会議録 （概要）

○日　時  平成２５年１１月１日（金）１３時３０分～１６時３０分
○場　所　羽黒庁舎３階 集会室
○出席委員（順不同）
　　岡部 彌一郎、勝木 正人、高田 志郎、金野 信勇、山田 鉄哉、星野 博、山田 勝実、田村 廣実、小南 孝子、庄司 晴一、土岐 由紀、加藤 欣也
○欠席委員

　　山本 興治、山口 平、阿部 良一、富樫 篤、早坂 一広、島津 慈道、鈴木 史子
○市出席者

羽黒庁舎　支所長　武田 功之、 総務企画課長　榎本 光男、市民福祉課長 國井 儀昭、
産業課長　岩城 公志、観光商工室長　佐藤 潤到、

東部建設事務室長　高橋 親孝、東部税務事務室長　山口 弘男、

総務企画課総務地域振興主査　佐藤 繁義、
総務企画課主事　伊藤 寛実、大谷 葉子、工藤　徳将
次 第
１　開　　会

２　あいさつ
３　報　　告
・第1回、2回地域審議会における質問、指摘事項等について

４　協　　議 

（１）地域審議会提言書「市民協働で進める羽黒の観光」について

　　・説明①：地域審議会での協議をもとにした項目の整理と提言書への反映につい

　　・説明②：提言書作成に向けて（具体的方策の協議の進め方）

・グループ作業：（進行／長尾彰氏　文部科学省熟議カケアイ民間ファシリテーター）

　　（２）その他
　　５　閉　　会
【会議の概要及び発言要旨】

１　開　　会　（１３時３０分）　
２　あいさつ　　会長　金野 信勇委員　　支所長　武田 功之
３　報　　告
・第1回、2回地域審議会における質問、指摘事項等について
　資料に基づき説明

＜質疑応答＞

な　し
４　協　　議

（１）地域審議会提言書「市民協働で進める羽黒の観光」について

　・説明①：地域審議会での協議をもとにした項目の整理と提言書への反映について

・説明②：提言書作成に向けて（具体的方策の協議の進め方）

・グループ討議：（進行／長尾彰氏　文部科学省熟議カケアイ民間ファシリテーター）

　　Aグループ：岡部 彌一郎、田村 廣実（進行）、庄司 晴一、

支所長　武田 功之、産業課長　岩城 公志（発表）、

　　Ｂグループ：勝木 正人（進行）、山田 鉄哉、加藤 欣也、
総務企画課長　榎本 光男、観光商工室長　佐藤 潤到（発表）

　　Ｃグループ：高田 志郎、星野 博（進行）、小南 孝子、
東部建設事務室長　高橋 親孝（発表）

　　Ｄグループ：金野 信勇（進行）、山田 勝実、土岐 由紀、

　　　　　　市民福祉課長 國井 儀昭（発表）、東部税務事務室長　山口 弘男、

資料に基づき説明

＜グループ討議の結果報告＞

Ａグループ：　まず、「羽黒山バイパスの早期完成」について。年末年始にバスや観光客の車が登れないということから早期完成は当然ということで、いつまでに、誰が、どのようにするべきか、ということについて話し合った。当初は、平成30年までという行政からの情報もあったが、目標はできるだけ前倒しで平成28年、できればもっと早く。そのためには誰が何をやるかということについては、市はもちろん住民、観光団体等全てがバイパスの早期完成に向け運動をやらなければならない。これは、今回の「協働」というテーマに沿うもの。具体的な運動については、県事業であるため、まずは県に対して要望活動を行っていく。整備促進期成同盟会を結成し、事業の進捗状況について住民が十分に情報を得て、それに合わせて要望をしていく。また、要望については、地元だけではなく、何十万人という年間の観光客が訪れるので、バイパスの重要性を観光客にも知ってもらう、周知の意味で看板も設置して地元はもちろん県外など遠くからの観光客にもＰＲし、地域として全体的に羽黒山バイパス早期の完成の声を上げていくべきという結論を得た。

　次に「歴史的建造物や趣ある街並みなどの観光資源を活用した振興策の検討とその保全整備」については、地元だけでなく、国の補助事業や街並の環境整備事業の採択を受けて進めていく必要がある。そのため、事業実施時期を早めるという結論にはならなかった。誰が進めていくかという点については、国、市、地域住民が協働して宿坊街の歴史的な景観や松ヶ岡等の文化財を守っていかなければならないということになった。では、どのようにということについては、例えば修景などの事業を進めるにあたって、地元住民の意識というものが大切であり、現時点ではその調整が不十分という指摘がされている。そのため、行政は事業整備に向けて住民の合意形成を色々な場で、歴史的建造物や文化遺産を未来に残すことへの気運を醸成し、そうした意識を十分に保ちながら事業を進める必要があるという意見が出された。一方、財源も重要な課題であり、事業推進のために行政の財源確保も大切と結論づけた。

　　　　　　最後に「案内看板等サインの整備」について。これは羽黒地域全体に観光資源が点在しており、車のナビが対応していなかったり、道路も複雑でわかり難くかったりする状況から、早急に案内看板の整備が必要ということで意見がまとまった。では、誰が整備を進めるのかということについては、道路の管理者、案内先の施設設置者がそれぞれの責任で設置するのが第一と考え、道路の行政（管理者）に対しては早急な案内看板の設置を要望する必要があると考える。ただ、こうした看板の設置について地元らしさを表すため、市民協働の観点から、地元高校生などにデザインや制作の協力を願いしていくのも一つだろうという意見も出された。また、看板については、羽黒地域だけでなく、市全体として多くの外国人観光客が訪れることが見込まれることから、案内看板の内容にも精査が必要ではないかという意見も出された。
　Ｂグループ： 　最初に一番話しが盛り上がった「南部農道沿道など新たなテーマ別観光ルートの整備と情報発信」について。
まずは、「南部農道」という名称がよくわからない。この道が観光にとって大事だということを広く知ってもらうためにも南部農道という名称ではだめなのではないかというところから話しが始まった。愛称などの名称を募集してはどうかという意見もあった。南部農道は、鶴岡市街地から鶴羽橋を渡ってくると松ヶ岡に繋がる。その先は仙道集落を通って柿畑、その先に今井美術館がある。またその先を進んで左に曲がると玉川寺の看板がある。玉川寺では抹茶を飲みながら庭園を眺めることができる。それから手向に入ると玉川堤があり手向バイパスに繋がる。さらに真っ直ぐ行くと、的場小路、馬走小路があり、玄良坊跡まで続いている。今はわからないが、玄良坊跡からから黄金堂の方まで旧道があったそうだ。このように松ヶ岡、今井美術館、玉川寺、手向、宿坊街と羽黒の良いところが、すべて南部農道にはあるのではないかということ。また、この道を通じて手向に着いてバイパスを左に入れば手向の宿坊街や随身門、右に入れば月山牧場やハーモニーパークがあり、さらに月山に向かうバスの観光のメイン道路となっている。

逆に南部農道を羽黒方面から鶴岡の市街地に行く場合、鶴羽橋を渡ると交差点に出て、その後一時停止のＴ字路になっている。これは是非国道112号線に接続できるよう道路整備してもらいたい。道路整備は民だけの力ではできないので、官民協働の役目として行っていきたいという話になった。国道112号への接続は、なるべく早く計画を立ててもらうよう、行政（市）が地域住民の協力を得ながら要望をしていくべきと考えた。仮に国道112号まで繋がると、鶴岡の南部バイパスから白山に出る。そこからは高速のインターがすぐ近くにあり、そのまま行けば海に出る。羽黒山を開山した蜂子皇子は由良から上陸して羽黒に来た。そうするとこれは、南部道路がそのままその歴史の路になるというストーリーができる。道路の接続運動に併せてでも良いが、このような魅力などがイメージできる道路の名称を募集し、決めることができれば良いのではという意見でまとまった。また、案内看板について、国道112号線から南部道路方面に繋がる交差点には、羽黒や松ヶ岡へ誘導する看板が無い。羽黒の良いところがすべて揃っている道路なので、ここにぜひ看板を設置してほしい。
　次に「観光地の連携と周遊ルートの整備」について。一般的に観光地だと、観光客から少しでも多くお金をもらおうとする場所が多いが、羽黒はそういう場所ではない。駐車場も無料。また来てもらえるような観光地にするには、自分たちも観光客と一緒に楽しめるような観光地にしていくと良いという意見が出された。そのためには、子供から大人まで地域の良さを学び、観光客と一緒に楽しめるような観光地を目指すということでまとまった。また、テーマ別の周遊については、早期にテーマを設定していく必要がある。具体的には、食をテーマとしたルートが無いので設定すべきという意見が出された。また、趣味をテーマにしたルート、歴史をテーマにしたルートといったものも必要であるという意見もあった。外からの観光客だけでなく、地域に住んでいる人達が、今日はあそこに食べに行こうだとか、今日はあそこに行ってみようだとか選ぶことができ、地元の良さを学べるようなルートも良い。食べるだけでなく、この時期はあそこでおいしい山菜を採ることができるとか、海ではこういうものが採れるといった情報を盛り込んだ広域のルート、そうしたマップが必要という話になった。
「月山を取り巻く周辺観光の連携」については、鶴岡や羽黒には様々な観光パンフレットやマップがすでにあるが、立谷沢から北月山荘、清川に抜けるなど羽黒山を中心に庄内町と連携したルートの観光案内やマップがあまりない。月山に関しても、月山を取り巻く自治体で情報提供や情報発信の連携が今のところない状況。連携して良い情報を出していく必要がある。山形県を代表する観光地といえばやはり出羽三山が重要で大きい。出羽三山には本物の歴史が残っている。出羽三山を中心とした周遊の観光ルートの整備は重要であるとしてまとめた。
Ｃグループ：　「より多くの観光客の受け入れと地域経済を活性化する仕組みの整備と担い手の育成」について。羽黒山には海外からも多くの外国人観光客が来るようになっており、こうした点に着目し、外国人観光客に喜ばれるような工夫が必要。先日、台湾からのチャーター便が来たが、映画村には寄ったようだが、果たして羽黒山にも登るということがあったか。また、これらの人へのPRがきちんとされていたかが疑問である。この問題については、早期に、できれば２６年度中に取り組んで行く必要がある。誰がやるのかという点については、庁舎であれば観光商工室が大使館に働きかけること。民であればNPOが協力して取り組んでいくものと思う。どのようにということであれば、観光業者を通じて羽黒の魅力をPRしてゆくこと。HPの活用も有効だと思う。
「観光地として訪れる人にとってわかりやすい案内板の整備と道路整備」について。羽黒地域には、国道、県道、市道があり、それぞれの管理者や観光協会などが案内板を設置している。しかし、これらは設置年度もばらばらで、表示やルート案内に統一性がなく、観光客にとって非常にわかりにくいといった問題を生じている。羽黒山頂に向かうバイパスの工事も遅れている。案内に関しては２８年度まで、庁舎の企画などが中心となって専門家などを活用して効果的な案内を検討していく必要がある。民間では、ガイド協会、宿坊組合などが計画検討の事業への参加、協力、提案を行う。

「月山公園線拡幅に整備に関する課題の検討・調整、国や県に対する要望活動の強化」について。月山には年間２０万人ほどの観光客が訪れ、夏は大型バスが行き交う。８合目に続く月山公園線は、車一台がやっと通れる幅しかない。県でも国立公園という制限があり、現行法ではなかなか拡幅というのは難しい。しかし、月山公園線は必要な道路であり、行政の担当部署には整備に向けて努力してほしい。観光協会等も要望の声を出していく必要がある。進め方については、まず、実態調査を行うべき。そして課題を整理して、できるところから進めていく。期成同盟会の立ち上げ、民では事業検討会への参加協力、要望活動へも行っていく必要がある。

「オフシーズンのイベント開催やグリーンツーリズムでの宿泊分離等、年間を通した様々な取り組みの実施」について。羽黒地域では夏の観光シーズン以外はイベントが少なく、特に冬は魅力を発信するイベントがない。せっかくの農業地帯でありながら、農業体験を行ったり、オフシーズンの宿坊を活用するといったことが行われていない。グリーンツーリズムへの取り組みがなかなか進まず、これは官も民も一緒に組織してやるべき。まず、検討委員会などの組織を作りながら。地域にも興味をもってもらうということで高校生の活用、民間でできるイベントをしっかりやっていくことも重要。
 　Dグループ：　最初に「羽黒地域全体で観光に関わってゆく方策の検討と実施」については、まず、観光というものが羽黒地域の活性化にとって非常に大事であるということ。しかし、住民の観光に関する意識は、観光に関わっている住民は高い意識を持っていても、そうした意識が羽黒地域に全体化されていないという課題があって、決して住民全ての観光に関する意識が高いといえない。

例えばグリーンツーリズムについてもなかなか進まない状況にあるのも、どこまで、どういう目標を持って進めていくかということが行政も、関わる人も定まっていないからという指摘がある。

そうした中で地域全体が関わっていくためには、官と民、特に民は観光協会が牽引役となって住民の観光に関する意識を高めてリーダーとなる人材を育成していく必要がある。そのためには、例えば、地域に愛着を持てるような歴史文化講座のようなプログラムを通じて参加を呼びかけていくのも方法だろう。また、地域審議会でも現状を把握するために住民意識やどうすれば意識が高まるかの実態を調査してみることも良いかもしれない。大事なのは、とにかく若い人たちを巻き込んでいくこと、そうした仕組みをつくっていくことが地域で観光に関わっていく重要な要素ではないかという意見が出された。

「羽黒地域の資源を活かした観光メニューの整備」については、いつまでにということであれば、できるだけ早く、3年以内を目指してやっていくべきであろう。今、精進料理プロジェクトなどの団体が頑張っているが、こうした活動を例えばインターネットなどを通じて積極的にＰＲして、観光メニューの目玉に育てていく。食文化などでも注目されており、様々な素材もある。自分達だけが頑張るのではなく行政などで応援をして、季節に応じた料理の提供ができるようであれば素晴らしい。また、官民の連携だけでなく、宿坊、商店など民と民の連携を進めて新しい活動が生まれるようになったら良い。皆で協力して庄内版の「じゃらん」や「るるぶ」のようなものが作れたら話題になるし、そこに載せるメニューづくりも進むのではないか。民と民の連携については、グリーンツーリズムにも関わるが、ぜひ農協の青年部などを取り込んで協力が得られるようにしていく必要がある。

　　　　　　　　「羽黒地域の資源を活かした観光ルートの整備」については、松ヶ岡では、地元の地域振興会議が松ヶ岡の観光素材を活かすために話合いをしていると聞く。こうしたところと連携して新たな周遊の楽しみ方を提案できると良い。羽黒版の「はとバス」を走らせるアイディアも面白いかもしれない。また、出羽三山魅力発信協議会、あるいは観光協会にも知恵を出してもらい観光素材をつなげるルート開発を進めて欲しい。

開発された観光ルートについては、旅行者向け、エージェント向けに売り込んでいくことが大事だが、実際に旅行者が動くための交通機関が重要になる。現状では、交通機関を使いたいが、バスの乗り場が分かりにくかったりして不便という声がある。そのため、羽黒地域内の観光にとどまらず、市内の観光拠点を結んで周遊バスを走らせたらどうかという意見や公共交通機関を使って訪れる観光客に丁寧なルート案内を行う必要があるという意見が出された。また、ルート整備については体系的に構築していくことが大切ということでまとめた。 
（２）その他
小南 孝子委員： 明日、こころの健康づくり講演会がコミセンで開かれる。羽黒地域は残念ながら自ら亡くなる方が多いので、皆で考える良い機会だと思う。特に男性に参加してもらいたいので、委員の皆様からも積極的な呼びかけもお願いしたい。
 　　 
６　閉　　会
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